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 24日午後1時30分から演習場中西別ゲート前で、海兵隊移転訓練に対し

中止などを申し入れる行動が行われました。 

 米軍来るな！釧根連絡会(古川晃男代表)、海兵隊移転反対別海町連絡会(森高

哲夫代表)の連名で、北海道防衛局(石倉三良局長)に対し、訓練の中止、訓練公

開、夜間訓練、ハイマース射撃は行わないことなどを要請しています。 

 別海町連絡会の森高哲夫代表が読み上げた要請書を防衛局の笹原広報官

が受け取り、上部に確実に届けることを約束しました。 

 要請書には、要請事項に対する回答を文書で提出することも防衛局に求

めています。 
 

 
 23日、午前10時から演習場しょう舎前広場で、海兵隊と防衛局による事

前説明会が開かれました。これは、かねてから連絡会が防衛局に要請して

いたもので、これに応える形で開催されました。 

 しかし、時間を50分間と限定した上、野外で立ちっぱなし。説明文書な

どは一斉配られません。事前に私たちは質疑事項を提出していましたが、

これも、ごく簡単な口頭での回答。しかも、再質問はさせないというもの

でした。50分間の大半は、りゅう弾砲の操作の実演と説明で、住民が本当

に聞きたいことに応えるものになっていません。住民の声、疑問や不安に

真剣に向き合おうとする姿勢がまったく見られない、実に、形式的で中身

のない説明会でした。 
 

 
 
 海兵隊の実弾射撃訓練は25日から始まります。連絡会の現地監視本部は

25日8：30から監視を開始します。射撃訓練は2月4日までの間で9日

間、予備日が2日ということになっています。時間は8：30～16：30／19：

00～21：30 となっており、この時間帯に監視活動を行います。一部分で

結構です。監視活動にご参加ください。 
 
 矢臼別の住人の方を中心に1/25～2/4連日スタンディングを行う計画も

あります。14：00～14：30 別海町西公民館前。可能な限りご参加を。 


